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(57)【要約】
【課題】表示画面とスピーカを有効に利用する。
【解決手段】　メディアプレーヤーモードαでは、ドッ
キングユニット１７の信号調整回路１７ａを機能させ、
当該信号調整回路１７ａにて接続端子１７ｄを介して入
力される映像信号や音声信号を調整し、チューナ１２に
出力する処理を行わせる。スイッチ回路２２を切り換え
ることにより、信号調整回路１７ａから入力される音声
信号や映像信号を映像処理回路１３と音声処理回路１４
に入力させることができる。メディアプレーヤーモード
βでは、信号調整回路１７ａから入力される音声信号の
みを音声処理回路１４に入力させ、映像信号はマイコン
１１から映像処理回路１３に入力されるように、スイッ
チ回路２２が切り換えられる。マイコン１１が所定のＯ
ＳＤ信号を生成するとともに、当該ＯＳＤ信号を映像処
理回路１３に出力し、液晶パネル１６ａにて表示させる
。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テレビジョン放送を受信するチューナと、上記チューナが生成した映像信号を表示する
表示画面と、上記チューナが生成した音声信号を出力するスピーカと、メディアファイル
を再生する再生端末と接続する接続端子とを具備する再生端末接続機能付きテレビジョン
において、
　上記接続端子から上記接続端子に入力される映像信号と音声信号を受け付ける信号受付
手段と、
　上記信号受付手段が映像信号と音声信号の双方を受け付けるとき、上記チューナが生成
した映像信号と音声信号をそれぞれ上記表示画面と上記スピーカに入力させる通常モード
から、上記信号受付手段が受け付けた上記映像信号と上記音声信号を上記表示画面と上記
スピーカに入力させる第１再生端末モードに切り換えるとともに、
　上記信号受付手段が音声信号のみを受け付けるとき、上記通常モードから、上記信号受
付手段が受け付けた上記音声信号を上記スピーカに入力させつつ所定のダミー映像を表示
させるための映像信号を上記表示画面に入力させる第２再生端末モードに切り換える切換
手段とを具備することを特徴とする再生端末接続機能付きテレビジョン。
【請求項２】
　上記接続端子に対する上記再生端末の接続を検知する接続検知手段を具備するとともに
、
　上記切換手段は、上記接続端子に対する上記再生端末の接続を検知したときに、上記第
１再生端末モードまたは上記第２再生端末モードへの切換を行うことを特徴とする請求項
１に記載の再生端末機能付テレビジョン。
【請求項３】
　静止画像を示す複数の画像ファイルを記憶する記憶手段を備えるとともに、
　上記ダミー映像は、上記画像ファイルを順に表示させるスライドショー映像であること
を特徴とする請求項１に記載の再生端末接続機能付きテレビジョン。
【請求項４】
　上記ダミー映像は、スクリーンセーバーであることを特徴とする請求項１に記載の再生
端末接続機能付きテレビジョン。
【請求項５】
　上記切換手段は、上記第２再生端末モードにおいて上記ダミー映像を上記表示画面に出
力させた後、上記表示画面のためのバックライトを消灯することを特徴とする請求項１か
ら請求項５のいずれか一項に記載の再生端末接続機能付きテレビジョン。
【請求項６】
　テレビジョン放送を受信するチューナと、上記チューナが生成した映像信号を表示する
表示画面と、上記チューナが生成した音声信号を出力するスピーカと、メディアファイル
を再生する再生端末と接続する接続端子とを具備する再生端末接続機能付きテレビジョン
において、
　上記接続端子に対する上記再生端末の接続を検知する接続検知手段と、
　上記接続端子から上記接続端子に入力される映像信号と音声信号を受け付ける信号受付
手段と、
　上記接続検知手段が上記接続端子に対する上記再生端末の接続を検知した際に上記信号
受付手段が映像信号と音声信号の双方を受け付けるとき、上記チューナが生成した映像信
号と音声信号をそれぞれ上記表示画面と上記スピーカに入力させる通常モードから、上記
信号受付手段が受け付けた上記映像信号と上記音声信号を上記表示画面と上記スピーカに
入力させる第１再生端末モードに切り換えるとともに、
　上記接続検知手段が上記接続端子に対する上記再生端末の接続を検知した際に上記信号
受付手段が音声信号のみを受け付けるとき、上記通常モードから、上記信号受付手段が受
け付けた上記音声信号を上記スピーカに入力させつつ、上記再生端末から音声信号のみを
入力している旨を示すダミー映像を表示させるための映像信号を上記表示画面に入力させ
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る第２再生端末モードに切り換える切換手段とを具備することを特徴とする再生端末接続
機能付きテレビジョン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、再生端末接続機能付きテレビジョンに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　現在、音声や映像を再生可能なメディアプレーヤー（再生端末）が普及している。メデ
ィアプレーヤーとは特定のコンテンツを再生することが可能なデバイスを意味する。その
一例として、例えばＡｐｐｌｅ Ｃｏｍｐｕｔｅｒ社のｉＰＯＤ（商標登録）が広く知ら
れている。メディアプレーヤーは、持ち運び可能な小型の筐体内に特定のメディアファイ
ルを再生することができる機能を備えている。このようなメディアプレーヤーは、外部機
器と接続して映像や音声やデータの受け渡しが可能であり、外部の機器と連携した動作を
行うことが可能のものもある。また、特許文献１では、音声を再生する際に再生装置内の
ハードディスクに蓄積された画像を出力する構成が開示されている。特許文献２では、ダ
ウンロードしたファイルに映像情報が含まれない場合に、映像表示装置への給電を停止す
る構成が開示されている。
【特許文献１】特開２０００－２６８５４３号公報
【特許文献２】特開２００２－１０８３６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　近年、メディアプレーヤーの処理性能の向上や小型カラーディスプレイの普及にともな
って動画も再生可能なメディアプレーヤーも一般化しつつある。従って、メディアプレー
ヤーが音声のみのメディアファイルを再生している場合と、映像と音声を双方とも含むメ
ディアファイルを再生している場合が想定される。例えば、引用文献１のように音声のみ
のメディアファイルを再生する場合にも、ハードディスク内の画像を出力して画面を有効
に利用する機能を有しているメディアプレーヤーが接続された場合には、再生端末接続機
能付きテレビジョンの表示画面とスピーカの双方を有効に利用することができないという
問題があった。しかしながら、引用文献２のように音声のみのメディアファイルを再生す
る場合に、画面への給電を停止するようなメディアプレーヤーが接続された場合には、再
生端末接続機能付きテレビジョンの表示画面を有効に利用することができないという問題
があった。
　本発明は、上記課題にかんがみてなされたもので、表示画面とスピーカを有効に利用で
きる再生端末接続機能付きテレビジョンを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の一つの態様では、テレビジョン放送を受信するチューナと、上記チューナが生
成した映像信号を表示する表示画面と、上記チューナが生成した音声信号を出力するスピ
ーカと、メディアファイルを再生する再生端末と接続する接続端子とを具備する再生端末
接続機能付きテレビジョンにおいて、上記接続端子から上記接続端子に入力される映像信
号と音声信号を受け付ける信号受付手段と、上記信号受付手段が映像信号と音声信号の双
方を受け付けるとき、上記チューナが生成した映像信号と音声信号をそれぞれ上記表示画
面と上記スピーカに入力させる通常モードから、上記信号受付手段が受け付けた上記映像
信号と上記音声信号を上記表示画面と上記スピーカに入力させる第１再生端末モードに切
り換えるとともに、上記信号受付手段が音声信号のみを受け付けるとき、上記通常モード
から、上記信号受付手段が受け付けた上記音声信号を上記スピーカに入力させつつ所定の
ダミー映像を表示させるための映像信号を上記表示画面に入力させる第２再生端末モード
に切り換える切換手段とを具備する構成としてある。
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【０００５】
　このような構成において、再生端末接続機能付きテレビジョンは、少なくとも電源回路
と、テレビジョン放送を受信するチューナと、上記チューナが生成した映像信号を表示す
る表示画面と、上記チューナが生成した音声信号を出力するスピーカと、メディアファイ
ルを再生する再生端末と接続する接続端子とから構成される。信号受付手段は、上記接続
端子から上記接続端子に入力される映像信号と音声信号を受け付ける。切換手段は、上記
信号受付手段が映像信号と音声信号の双方を受け付けるとき、上記チューナが生成した映
像信号と音声信号をそれぞれ上記表示画面と上記スピーカに入力させる通常モードから、
上記信号受付手段が受け付けた上記映像信号と上記音声信号を上記表示画面と上記スピー
カに入力させる第１再生端末モードに切り換える。さらに、上記切換手段は、上記信号受
付手段が音声信号のみを受け付けるときには、上記通常モードから、上記信号受付手段が
受け付けた上記音声信号を上記スピーカに入力させつつ所定のダミー映像を表示させるた
めの映像信号を上記表示画面に入力させる第２再生端末モードに切り換える。
【０００６】
　また、本発明に基づく別の具体的態様では、上記接続端子に対する上記再生端末の接続
を検知する接続検知手段を具備するとともに、上記切換手段は、上記接続端子に対する上
記再生端末の接続を検知したときに、上記第１再生端末モードまたは上記第２再生端末モ
ードへの切換を行う構成としてある。
　このような構成において、接続検知手段は、上記接続端子に対する上記再生端末の接続
を検知する。そして、上記切換手段は、上記接続端子に対する上記再生端末の接続を検知
したときに、上記第１再生端末モードまたは上記第２再生端末モードへの切換を行う。
【０００７】
　さらに、本発明に基づく具体的態様では、静止画像を示す複数の画像ファイルを記憶す
る記憶手段を備えるとともに、上記ダミー映像は、上記画像ファイルを順に表示させるス
ライドショー映像である構成としてある。
　このような構成において、記憶手段は、静止画像を示す複数の画像ファイルを記憶する
。そして、上記切換手段は、上記ダミー映像として、上記画像ファイルを順に表示させる
スライドショー映像を出力する。
【０００８】
　また、本発明に基づく別の具体的態様では、上記ダミー映像は、スクリーンセーバーで
ある構成としてある。
　さらに、本発明に基づく具体的態様では、上記切換手段は、上記第２再生端末モードに
おいて上記ダミー映像を上記表示画面に出力させた後、上記表示画面のためのバックライ
トを消灯する構成としてある。
　このような構成において、上記第２再生端末モードにおいて上記ダミー映像を上記表示
画面に出力させた後、上記切換手段は上記表示画面のためのバックライトを消灯させる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、表示画面とスピーカを有効に利用できる再生端末接続機能付きテレビ
ジョンを提供することができる。
　また、本発明の一具体的態様によれば、接続時に特別な操作を必要とすることなく、再
生端末からの音声や映像を再生端末接続機能付きテレビジョンにて出力するように切り替
えることができる。
　また、本発明の一具体的態様によれば、音声とともにスライドショーを鑑賞することが
できる。
　さらに、本発明の一具体的態様によれば、表示画面の劣化を抑制することができる。
　また、本発明の一具体的態様によれば、電力消費を抑えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、下記の順序に従って本発明の実施形態を説明する。
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（１）メディアプレーヤー接続機能付きテレビジョンの構成：
（２）メディアプレーヤー接続時の処理：
（３）メディアプレーヤー接続後の処理：
（４）メディアプレーヤー接続解除時の処理：
（５）各種変形例：
　（５－１）ダミー映像の変形例：
　（５－２）省電力動作：
　（５－３）充電に関する変形例：
　（５－４）操作マクロに関する変形例：
　（５－５）接続に関する変形例：
【００１１】
　（１）メディアプレーヤー接続機能付きテレビジョンの構成
　図１は、本発明の一実施形態にかかるメディアプレーヤー接続機能付きテレビジョン（
以下、単にテレビジョンと表記するものとする。）の概略構成を示している。同図におい
て、テレビジョン１０は、マイコン１１とチューナ１２と映像処理回路１３と音声処理回
路１４と入力端子１５と液晶モジュール１６とドッキングユニット１７とリモコン受光部
１８とバス１９とスピーカ２０と電源回路２１とスイッチ回路２２（切換手段）と外部入
力端子２３から構成されている。バス１９によって各構成部分１１～１８が接続されてお
り、これらの間でデータの授受が双方向に可能となっている。また、各構成部分１１～２
０は電源回路２１と接続されており、当該電源回路２１から電源の供給を受けている。な
お、電源回路２１は、マイコン１１のタイマなどを最低限機能させるためのスタンバイ電
源と、通常のメイン電源を供給することができる。マイコン１１は、ＣＰＵ１１ａとＲＡ
Ｍ１１ｂとＲＯＭ１１ｃとから構成されており、ＲＯＭ１１ｃに記憶されたプログラムに
基づいてＣＰＵ１１ａが後述する処理を実行するための演算を行う。その際に、プログラ
ムの実行に必要なデータやパラメータがＲＡＭ１１ｂに展開される。
【００１２】
　チューナ１２にはアンテナ端子１２ａが備えられており、アンテナ端子１２ａを介して
入力された信号から所望の放送チャンネルに対応する周波数のデジタルテレビジョン放送
信号を抽出する。チューナ１２は、デジタルテレビジョン放送信号に対して検波や多重化
解除やスクランブル解除や圧縮解除などの処理を行い、映像信号と音声信号を生成する。
そして、チューナ１２が生成した映像信号はスイッチ回路２２を介して映像処理回路１３
に出力され、音声信号はスイッチ回路２２を介して音声処理回路１４に対して出力される
。なお、チューナ１２が同調するための周波数情報や多重化情報はＲＯＭ１１ｃに記憶さ
れたチャンネルマップＣＭから取得される。また、チャンネルマップＣＭはユーザーの意
図や放送状態によって更新する必要がありため、ＲＯＭ１１ｃとして書き換え可能な媒体
が採用されている。スイッチ回路２２は例えばＳ端子やＤ１端子等の外部入力端子２３と
接続されており、当該外部入力端子２３から入力された映像／音声信号を映像処理回路１
３と音声処理回路１４に出力するように切り換えることができる。
【００１３】
　映像処理回路１３は、チューナ１２や外部入力端子２３から入力された映像信号に対し
て例えば明るさやコントラスト等の画質調整やサイズ調整等を行う。また、マイコン１１
から出力されたＯＳＤ(On Screen Display)信号をチューナ１２から入力された映像信号
と合成したり、差し替えたりする処理を行う。一方、音声処理回路１４に出力された音声
信号は、音声処理回路１４によって音量等が調整される。映像処理回路１３によって調整
された映像信号は液晶モジュール１６に出力され、当該映像信号に基づいて映像処理回路
１３に備えられた液晶パネル１６ａの各液晶素子が駆動される。
【００１４】
　液晶パネル１６ａの背面には蛍光管等のバックライト１６ｂが備えられており、当該バ
ックライト１６ｂの点灯がインバータ回路１６ｄによってインバータ制御される。バック
ライト１６ｂから出力された光が上記映像信号に基づいて液晶素子が駆動された液晶パネ
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ル１６ａを偏光・透過することにより、映像を表示することができる。一方、音声処理回
路１４から出力された音声信号は、スピーカ２０に入力され、当該スピーカにて出力され
る。リモコン受光部１８は、外部のリモコンから出力される赤外線のパルス信号を受光し
て電気信号に変換するフォトダイオードを有しており、当該電気信号を所定の形式に変換
してマイコン１１に出力する。
【００１５】
　ドッキングユニット１７は外部のメディアプレーヤーとテレビジョン１０とのインター
フェースをなすものであり、信号調整回路１７ａと充電回路１７ｂと充電スイッチ１７ｃ
と接続端子１７ｄとから構成されている。接続端子１７ｄは、メディアプレーヤーとドッ
キングユニット１７とを電気的に接続するための端子であり、より具体的にはメディアプ
レーヤーから映像信号や音声信号をドッキングユニット１７に伝送するための端子や、テ
レビジョン１０からメディアプレーヤーへ電源を供給するための端子や、例えばシリアル
データ通信によってメディアプレーヤーとテレビジョン１０が双方向に制御信号を授受す
るための端子などから構成されている。
【００１６】
　信号調整回路１７ａ（信号受付手段）はメディアプレーヤーから入力された映像信号や
音声信号を調整し、スイッチ回路２２を介して映像処理回路１３と音声処理回路１４に出
力する処理を行う。ここでは、メディアプレーヤーからの映像信号や音声信号の検出を行
い、映像信号に対してはテレビジョン１０での表示に適した解像度に変換する処理を行う
。信号調整回路１７ａから出力された映像信号や音声信号はスイッチ回路２２に入力され
、マイコン１１の指示に基づいて後段の回路へ出力されるか否かが切り替えられる。充電
回路１７ｂはテレビジョン１０の電源回路２１から電源の供給を受けており、メディアプ
レーヤーの充電に適した電源を生成して充電を行う。充電スイッチ１７ｃは機械式のスイ
ッチであり、ユーザーが切り換えを行うことにより、充電回路１７ｂに充電を行わせるか
否かを制御することができる。
【００１７】
　図２は、テレビジョン１０およびメディアプレーヤーの外観を斜めから見て示している
。なお、メディアプレーヤーは本発明の再生端末に相当する。同図において、テレビジョ
ン１０は略鉛直に正立した略薄板状の液晶パネル１６ａを備えており、当該液晶パネル１
６ａの背面側に上述した各回路が備えられている。テレビジョン１０には液晶パネル１６
ａを下方から支持する脚部２４を有しており、同脚部２４は水平面に広く接する略板状の
ベース部２４ａとベース部２４ａから略鉛直に立設されて上記パネル１６ａと接続する支
柱２４ｂとから構成されている。ベース部２４ａの上面から下方に凹みを形成することに
より、メディアプレーヤー５０の下端を挿入させる凹部２４ｃが設けられている。メディ
アプレーヤー５０は、その下端が凹部２４ｃに嵌まり込むことにより、正立した状態で保
持される。このとき、正立したメディアプレーヤー５０の上端と液晶パネル１６ａの下端
とが接触しないように、凹部２４ｃが液晶パネル１６ａよりも前方に形成されている。メ
ディアプレーヤー５０の下端には図示されない入出力端子５９が設けられるとともに、凹
部２４ｃの内部には上述した接続端子１７ｄが備えられている。
【００１８】
　メディアプレーヤー５０の下端を凹部２４ｃに挿入したときに入出力端子５９と接続端
子１７ｄが電気的に接続するように、入出力端子５９と接続端子１７ｄは互いに対応する
位置に形成されている。これにより、入出力端子５９と接続端子１７ｄを介して、メディ
アプレーヤー５０から映像信号や音声信号をドッキングユニット１７に伝送したり、テレ
ビジョン１０からメディアプレーヤー５０へ電源を供給したり、メディアプレーヤー５０
とテレビジョン１０が双方向に制御信号を授受することが可能となる。また、ベース部２
４ａの上面における凹部２４ｃに隣接する部位にはスライド式の充電スイッチ１７ｃが備
えられている。ユーザーが充電スイッチ１７ｃをいずれか一方にスライドさせることによ
りメディアプレーヤー５０に対する充電をＯＮにし、他方にスライドさせることによりメ
ディアプレーヤー５０に対する充電をＯＦＦにすることが可能となっている。具体的には
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、充電スイッチ１７ｃを操作することにより、充電回路１７ｂと接続端子１７ｄとの間を
接続する電源供給ラインの導通／遮断が切り換えられる。
【００１９】
　図３は、メディアプレーヤー５０の概略構成を示している。同図に示すように、メディ
アプレーヤー５０は、ＣＰＵ５１ａとＲＡＭ５１ｂとＲＯＭ５１ｃとハードディスク（Ｈ
ＤＤ）５１ｄとビデオデコーダ５２と液晶ディスプレイ５３と充電池５４と音声出力部５
５とバス５６と操作パネル５７と画像出力回路５８と上記入出力端子５９とから構成され
ている。ＣＰＵ５１ａは、ＲＯＭ５１ｃから読み出したプログラムデータをＲＡＭ５１ｂ
上に展開しつつ、メディアプレーヤー５０の各機能を実現するためのオペレーティングシ
ステム（Ｏ／Ｓ）やアプリケーションを実行する。ＨＤＤ５１ｄ（記憶手段）は、上記Ｏ
／Ｓが採用するファイルシステムによって各種メディアファイルや写真ファイルを記憶さ
せる。
【００２０】
　具体的には、音声と動画が再生可能な動画ファイルや、音声のみの再生が可能な音声フ
ァイルや、静止画を表す静止画ファイル等を記憶する。これらのファイルの種別は、ファ
イル名における拡張子や、ファイルに添付されたヘッダによって上記ＯＳが判別すること
ができる。特に、動画ファイルの再生には高度な圧縮解凍処理が必要となるため、専用の
ＩＣとしてビデオデコーダ５２が備えられている。液晶ディスプレイ５３は、ＣＰＵ５１
ａが実行するアプリケーションによって出力されるＵＩ（ユーザーインターフェース）画
面を表示するとともに、上記ビデオデコーダ５２がデコードした動画や静止画を表示する
。
【００２１】
　充電池５４は、例えばリチウムイオン電池で構成されており、外部から所定の電源が供
給されることにより充電され、各部への電源供給が可能となる。音声出力部５５は、アン
プとヘッドホン端子等から構成され、外部のヘッドホン等に所定レベルの音声を出力する
。操作パネル５７は、上記ＵＩ画面等にしたがってメディアプレーヤー５０に対して操作
をするためのボタン等によって構成されている。入出力端子５９は、画像出力回路５８か
ら映像信号を入力するとともに、音声出力部５５から音声信号を入力する。また、入出力
端子５９は、充電池５４とも接続されており、テレビジョン１０側から入出力端子５９に
入力された電源を充電用の電源として充電池５４に供給することが可能となっている。さ
らに、入出力端子５９はバス５６を介してＣＰＵ５１ａと接続されているため、ＣＰＵ５
１ａ上にて実行されているアプリケーションとデータを授受することができる。
【００２２】
　（２）メディアプレーヤー接続時の処理
　図４は、メディアプレーヤー接続時の接続処理の流れを示している。同図の処理は、テ
レビジョン１０に設けられた凹部２４ｃにメディアプレーヤー５０の下部が挿し込まれた
ときに実行される処理であり、主としてテレビジョン１０のマイコン１１が実行する処理
である。まず、ステップＳ１００においては、凹部２４ｃにメディアプレーヤー５０が挿
し込まれたか否かを検知（接続検知手段）し、挿し込まれるまで待機する。このとき、テ
レビジョン１０はメディアプレーヤー５０が挿し込まれたか否かを検知するために必要な
程度の少量の電源を要し、少なくともスタンバイ状態で電源が供給されている必要がある
。凹部２４ｃにメディアプレーヤー５０が挿し込まれたか否かを検知するための手段とし
て、例えばメディアプレーヤー２０の入出力端子５９との電気的接続に伴う接続端子１７
ｄの抵抗変化をマイコン１１が検知する手段や、凹部２４ｃにメディアプレーヤー５０の
下部が挿し込むことにより操作されるバネ接点などを利用した機械的なスイッチを設ける
ことにより検知する手段を採用することができる。
【００２３】
　凹部２４ｃにメディアプレーヤー５０が挿し込まれたことをマイコン１１が検知すると
、次にステップＳ１１０においてマイコン１１が充電回路１７ｂに対してメディアプレー
ヤー５０の充電池５４を充電するための電源を生成するよう指令する（充電手段）。ここ
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で、充電スイッチ１７ｃがＯＦＦ側にスライドされていると、充電回路１７ｂと接続端子
１７ｄとの間を接続する電源供給ラインが遮断されるため、充電池５４に対する充電がな
されない（充電制限手段）。一方、充電スイッチ１７ｃがＯＮ側にスライドされていると
、充電回路１７ｂと接続端子１７ｄとの間を接続する電源供給ラインが導通するため、充
電池５４に対する充電がなされることとなる。すなわち、ユーザーは充電スイッチ１７ｃ
を操作することによって、メディアプレーヤー５０をテレビジョン１０に接続したときに
充電を行うか否かを選択することができる。従って、ユーザーが望まない無駄な電力の消
費を防止することができる。
【００２４】
　ステップＳ１２０においては、マイコン１１がＲＯＭ１１ｃに記憶されたチャンネルマ
ップＣＭを取得し、当該チャンネルマップＣＭを更新する。そして、更新したチャンネル
マップＣＭをＲＯＭ１１ｃに書き戻す処理を行う。図５は、チャンネルマップＣＭを示し
ている。同図において、チャンネルマップＣＭにおいては、通常モードと入力モードが規
定されている。通常モードにおいては、各チャンネルに対応する音声および映像の入力ソ
ースとしてチューナ１２が規定されており、さらにチューナ１２が受信すべきデジタルテ
レビジョン放送の周波数も規定されている。一方、外部入力モードにおいては、各チャン
ネルに対応して、外部入力端子２３やドッキングユニット１７等の入力ソースが規定され
ている。
【００２５】
　例えば、外部入力モードのビデオ１モードに対して、音声および映像の入力ソースとし
て外部入力端子２３からの入力が対応付けられている。また、外部入力モードとして”メ
ディアプレーヤーモードα”および”メディアプレーヤーモードβ”が設けられており、
メディアプレーヤーモードαに対応する音声および映像の入力ソースとして、ドッキング
ユニット１７からの入力が規定されている。一方、メディアプレーヤーモードβに対応す
る音声の入力ソースとしてドッキングユニット１７からの入力が規定され、映像について
はマイコン１１のＯＳＤ信号が規定されている。このチャンネルマップＣＭは、例えば所
定の周期ごとやユーザーがオートプリセットを行うことにより更新される。
【００２６】
　マイコン１１は、チャンネルマップＣＭにリストアップされたいずれかのチャンネルの
指定をリモコン等で受け付ける。ただし、チャンネルマップＣＭには各チャンネルを無効
化する旨のフラグ（●で図示。）を添付することができ、当該フラグが添付されたチャン
ネルは選択することができない。マイコン１１がチャンネルマップＣＭにリストアップさ
れたいずれかのチャンネルまたは入力モードの選択を受け付けると、当該選択されたチャ
ンネルまたは入力モードについて選択中である旨のフラグ（◎で図示。）をチャンネルマ
ップＣＭおいて添付する。そして、当該チャンネルに対応する入力ソースにスイッチ回路
２２が切り換え、通常モードである場合には、対応する周波数をチューナ１２が選局する
ように指令を行う。また、最後に選局した通常モードのチャンネルについては、その旨を
示すフラグ（△で図示。）をチャンネルマップＣＭおいて添付されている。
【００２７】
　ステップＳ１２０においては、チャンネルマップＣＭにおける外部入力モードのチャン
ネルとしてメディアプレーヤーモードαおよびメディアプレーヤーモードβを追加する処
理を行う。ステップＳ１２０を実行する段階でチャンネルマップＣＭにおけるメディアプ
レーヤーモードαおよびメディアプレーヤーモードβに対応する欄には無効化するフラグ
（●で図示。）が添付されており、ステップＳ１２０では当該フラグを除去することによ
り、実質的にメディアプレーヤーモードαとメディアプレーヤーモードβを有効なものと
してチャンネルマップＣＭに追加する。以上のようなメディアプレーヤーモードα，βを
追加することにより、以降はチャンネルアップやチャンネルダウンの操作等を行うことに
より、メディアプレーヤーモードα，βが指定され得る状態となる。なお、チャンネルマ
ップＣＭに規定されていないテレビジョン放送のチャンネルや入力モードは、リモコン等
によって選択することはできない。
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【００２８】
　次のステップＳ１３０においてテレビジョン１０の電源の状態をマイコン１１が判断す
る。ここで、テレビジョン１０がスタンバイ状態であると判断された場合には、ステップ
Ｓ１４０にて、スタンバイ状態から通常のＯＮ状態に移行し、電源回路２１にメイン電源
を供給させる。一方ステップＳ１３０においてテレビジョン１０が通常のＯＮ状態である
と判断された場合には、そのまま通常のＯＮ状態を継続し、メイン電源の供給を継続する
。
【００２９】
　次のステップＳ１５０では、メディアプレーヤー５０が現在何らかのメディアファイル
を再生しているか否かをマイコン１１が判定する。すなわち、ユーザーが何らかのメディ
アファイルを再生した状態のままメディアプレーヤー５０をテレビジョン１０にセットし
たか否かを判定する。ここでいずれかのメディアファイルを再生していると判定した場合
には、ステップＳ１６０において、どのようなメディアファイルが再生中であるかを判定
する。すなわち、ステップＳ１５０，Ｓ１６０では、下記のＡ～Ｃに示す３通りの状態が
判断されることとなる。
　Ａ：いずれのメディアファイルも再生していない。
　Ｂ：音声と映像を含むメディアファイルを再生している。
　Ｃ：音声のみのメディアファイルを再生している。
【００３０】
　なお、一般的にメディアプレーヤー５０において入出力端子５９に音声信号や映像信号
を出力させるか否かを設定することができるが、本実施形態ではメディアプレーヤー５０
が再生を行っている音声や映像に対応する音声信号と映像信号がそのままメディアプレー
ヤー２０の入出力端子５９から出力されるように設定されているものとする。また、ステ
ップＳ１６０においてメディアプレーヤー５０がＢ，Ｃのいずれかの再生状態であるかを
マイコン１１が認識する手法として、以下の手法を採用することができる。例えば、メデ
ィアプレーヤー５０のＣＰＵ５１ａ等で実行されている再生アプリケーションやＯ／Ｓが
マイコン１１の求めに応じて、現在再生中のメディアファイルのプロパティを返す機能を
有している場合には、当該プロパティに基づいてマイコン１１がＡ～Ｃのいずれかを判断
することができる。
【００３１】
　また、音声信号や映像信号をそれぞれ入力する接続端子１７ｄ（入出力端子５９）の信
号状態をマイコン１１が検知し、無信号状態か否かによってＡ～Ｃのいずれかを判断する
こともできる。例えば、映像信号の場合、同期信号の検出の有無によって映像信号の有無
を判断することができる。さらに、接続端子１７ｄ（入出力端子５９）のなかに音声信号
や映像信号の有無を伝達するための端子を設け、当該端子の電気的状態をマイコン１１が
検知するようにしてもよい。また、音声のみのメディアファイルを再生している場合であ
っても、当該メディアファイルの再生に必要なメディアプレーヤー５０のＵＩ画面に対応
する映像信号が接続端子１７ｄ（入出力端子５９）を介して出力される場合も考えられる
。この場合、接続端子１７ｄ（入出力端子５９）の信号状態や電気的状態だけではＢとＣ
との区別をすることができない。しかし、ＵＩ画面は変動が少なくパターンも限られるた
め、例えば映像信号の波形や情報量（ビットレート）等に基づいて判別をすることができ
る。
【００３２】
　ステップＳ１６０において、Ｂであると判定された場合には、テレビジョン１０は、次
のステップＳ１７０において、マイコン１１がテレビジョン１０の入力モードをメディア
プレーヤーモードαに切り換える処理を行う。このメディアプレーヤーモードαにおいて
は、ドッキングユニット１７の信号調整回路１７ａを機能させ、当該信号調整回路１７ａ
にて接続端子１７ｄを介して入力される映像信号や音声信号を調整し、チューナ１２に出
力する処理を行わせる。さらに、スイッチ回路２２を切り換えることにより、信号調整回
路１７ａから入力される音声信号や映像信号を映像処理回路１３と音声処理回路１４に入
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力させることができる。従って、メディアプレーヤー５０が出力している音声信号と映像
信号をそれぞれテレビジョン１０のスピーカ２０と液晶パネル１６ａから出力可能な状態
とされる。なお、ステップＳ１２０では予めチャンネルマップＣＭにおいてメディアプレ
ーヤーモードαを有効化しているため、マイコン１１はメディアプレーヤーモードαに切
り替えることができる。
【００３３】
　Ｂであると判定された場合には、メディアプレーヤー５０で再生中のメディアファイル
の音声信号と映像信号が接続端子１７ｄ（入出力端子５９）を介して出力されるため、テ
レビジョン１０のスピーカ２０と液晶パネル１６ａからこれらに対応した音声と映像を出
力することができる。例えば、メディアプレーヤー５０において音声付きのニュース映像
を再生していた場合には、テレビジョン１０のスピーカ２０と液晶パネル１６ａからニュ
ースの音声と映像を出力することができる。このように、メディアプレーヤー５０がテレ
ビジョン１０にセットされた場合に、自動的にメディアプレーヤーモードαに切り換える
ことができるため、ユーザーはメディアプレーヤー５０で鑑賞していたメディアファイル
を引き続きテレビジョン１０で鑑賞することができる。
【００３４】
　一方、ステップＳ１６０において、Ｃであると判定された場合には、テレビジョン１０
のマイコン１１はステップＳ１８０において、メディアプレーヤーモードβに切り換える
処理を行う。メディアプレーヤーモードβでは、信号調整回路１７ａから入力される音声
信号のみを音声処理回路１４に入力させ、映像信号はマイコン１１から映像処理回路１３
に入力されるように、スイッチ回路２２が切り換えられることとなる。そして、マイコン
１１が所定のＯＳＤ信号を生成するとともに、当該ＯＳＤ信号を映像処理回路１３に出力
し、液晶パネル１６ａにて表示させる。なお、ステップＳ１２０では予めチャンネルマッ
プＣＭにおいてメディアプレーヤーモードβを有効化しているため、マイコン１１はメデ
ィアプレーヤーモードβに切り替えることができる。
【００３５】
　図６は、上記ＯＳＤ信号に基づいて液晶パネル１６ａが表示するダミー映像を示してい
る。同図において、現在メディアプレーヤーモードとなっている旨と、音声が再生中であ
る旨が表示されている。このように、映像の出力がない場合に所定の画面を表示させるこ
とにより、ユーザーに現在の動作状況を通知することができる。すなわち、無信号状態に
おけるいわゆる砂嵐画面やブルーバック画面となることが防止でき、ユーザーが故障した
と誤認識することが防止できる。一方、音声はメディアプレーヤー５０が再生していると
おりのものがテレビジョン１０のスピーカ２０から出力されるため、ユーザーはメディア
プレーヤー５０によって再生させた音声メディアをスピーカ２０から聴くことができる。
【００３６】
　ステップＳ１５０において、Ａであると判定された場合には、例えばメディアプレーヤ
ー５０の電源がＯＦＦである場合等、音声信号と映像信号のいずれも接続端子１７ｄ（入
出力端子５９）から入力されていないこととなる。そこで、マイコン１１は、ステップＳ
１９０においてメディアプレーヤー５０を再生状態とすべく、所定の操作コマンドを生成
し、上記接続端子１７ｄ（入出力端子５９）を介してメディアプレーヤー５０のＣＰＵ５
１ａに当該操作コマンドを送信する。なお、メディアプレーヤー５０は操作パネル５７よ
ってユーザーからの操作を監視しており、当該操作に基づいて操作パネル５７が操作コマ
ンドを生成（エンコード）し、メディアプレーヤー５０のＣＰＵ５１ａが常時実行する制
御アプリケーションに出力する。そして、当該制御アプリケーションが、上記操作コマン
ドに応じた処理をＣＰＵ５１ａが実行するようになっている。これにより、ユーザーが所
望する動作をメディアプレーヤー５０に行わせることができる。
【００３７】
　ステップＳ１９０では、マイコン１１が操作コマンドを生成して、メディアプレーヤー
５０のＣＰＵ５１ａに送信する。マイコン１１は、メディアプレーヤー５０のＣＰＵ５１
ａで実行さている制御アプリケーションがメディアプレーヤー５０の操作パネル５７から
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受け付ける操作コマンドと同様の操作コマンドを生成する。ここでは、メディアプレーヤ
ー５０の操作パネル５７に対する下記の[１]～[６]に示す操作に対応する操作コマンドを
生成し、上記接続端子１７ｄ（入出力端子５９）を介してメディアプレーヤー５０のＣＰ
Ｕ５１ａに送信する（操作マクロ出力手段，コマンド出力手段）。
　　［１］Ｍボタン→［２］Ｄボタン→［３］Ｄボタン→
　　［４］Ｄボタン→［５］Ｒボタン→［６］Ｐボタン
【００３８】
　図７は、メディアプレーヤー５０の操作パネル５７および制御アプリケーションが実行
する操作メニュー（フォルダ）構造を示している。同図において、メインメニューを起点
とした階層状の操作メニューが形成されており、操作パネル５７を操作することにより、
各操作メニューを選択することが可能となっている。操作パネル５７には、メインメニュ
ーへ戻るためのＭボタンと、同一階層の操作メニューを上に移動するためのＵボタンと下
に移動するためのＤボタンと、一つ上の階層に戻るためのＬボタンと、一つ下の階層に進
むためのＲボタンと、決定（再生）を行うためのＰボタンとから構成されている。上記の
[１]～[６]に示す操作コマンドをメディアプレーヤー５０のＣＰＵ５１ａが受信すると、
まず［１］の操作コマンドによってメインメニューの一番上の“オーディオフォルダ”が
選択された状態となる。なお、メディアプレーヤー５０の電源がＯＦＦとなっている場合
には、［１］の操作コマンドによってメディアプレーヤー５０の電源が投入される。次に
、［２］～［４］の操作コマンドによってメインメニュー内を３回下に移動して、“ＰＯ
ＤＣＡＳＴフォルダ”を選択する。そして、［５］の操作コマンドによってＰＯＤＣＡＳ
Ｔの下層の最上部にある“新着フォルダ”が選択される。このように、“ＰＯＤＣＡＳＴ
フォルダ”の“新着フォルダ”が選択された状態で、［６］の操作コマンドによって当該
“新着フォルダ”のメディアファイルが再生されることとなる。
【００３９】
　ここで、“新着フォルダ”とは、前回メディアプレーヤー５０を使用した時よりも後に
、メディアプレーヤー５０のＨＤＤ５１ｄに記憶されたメディアファイルが一時的に格納
されるフォルダである。例えば、メディアプレーヤー５０の使用を終えた後に、メディア
プレーヤー５０をＵＳＢ[Universal serial bus]マスストレージモードで外部のコンピュ
ータに接続し、当該コンピュータからメディアプレーヤー５０のＨＤＤ５１ｄにメディア
ファイルの転送を受けた場合に、当該メディアファイルが格納されるフォルダを指す。
【００４０】
　また、近年、インターネット上の外部のサーバにおいて定期的または不定期的にアップ
ロードされたメディアファイルをダウンロードさせるＲＳＳ[RDF Site Summary]フィード
が普及してきており、このようなＲＳＳフィードによってコンピュータにダウンロードさ
れた新規のメディアファイルがさらにメディアプレーヤー５０に転送され、上記“新着フ
ォルダ”に格納される。なお、必ずしも物理的なフォルダに格納される必要はなく、例え
ば新着であることを示すフラグが添付されたメディアファイルを仮想的な“新着フォルダ
”に格納されたものとして扱ってもよい。なお、ＲＳＳフィードにおいては、映像付きの
メディアファイルのみならず、音声のみのメディアファイルもダウンロードさせることが
できる。本実施形態において、“新着フォルダ”には、映像付きのメディアファイルも音
声のみのメディアファイルも混在して格納されることとする。
【００４１】
　以上のように[１]～[６]の操作コマンドをテレビジョン１０のマイコン１１がまとめて
生成することにより、本来は複雑な操作を要する動作も容易にメディアプレーヤー５０に
実行させることができる。このような動作は、操作パネル５７に対する複数の操作の組み
合わせ対応しており、[１]～[６]の操作コマンドの組み合わせを操作マクロであると考え
ることができる。なお、[１]～[６]の操作コマンドを送出するタイミングは[１]～[６]の
順序となるが、各操作コマンドに応じた動作が完了するまで次の操作コマンドの受け付け
ができない場合（例えばＣＰＵ５１ａがビジーとなる場合）には、各操作コマンドに応じ
た動作が完了するのを待ってから次の操作コマンドを送出するのが望ましい。
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【００４２】
　次のステップＳ２００においては、ステップＳ１５０と同様にメディアプレーヤー５０
がいずれかのメディアファイルを再生しているか否かマイコン１１が判定する。ここで何
らメディアファイルを再生していないと判定された場合、“新着フォルダ”が空であった
と判断することができる。従って、再生すべきメディアファイルがないとして、ステップ
Ｓ２１０にて処理を終了させる。一方、メディアプレーヤー５０がいずれかのメディアフ
ァイルを再生していると判断された場合にはステップＳ１６０に戻り、どのようなメディ
アファイルを再生しているか（Ｂ，Ｃのいずれであるかを）を判定する。ここでも、音声
および映像を再生している判定された場合には、ステップＳ１７０にてメディアプレーヤ
ーモードαに切り換えられるため、メディアプレーヤー５０からの音声および映像をテレ
ビジョン１０のスピーカ２０および液晶パネル１６ａにて鑑賞することができる。一方、
音声のみのメディアファイルを再生している場合には、上述したステップＳ１８０を実行
するため、メディアプレーヤー５０からの音声のみをスピーカ２０から出力させ、液晶パ
ネル１６ａにはマイコン１１が生成したダミー映像が表示されることとなる。すなわち、
本実施形態において、“新着フォルダ”に存在するメディアファイルは音声のみの場合も
あるため、メディアファイルの種類に応じて最適なモードに移行することができる。
【００４３】
　以上のようにして、ユーザーがテレビジョン１０にメディアプレーヤー５０をセットす
るにあたり再生中であったメディアファイル、または、“新着フォルダ”に格納されたメ
ディアファイルの音声をテレビジョン１０のスピーカ２０にて出力させることができ、該
当する場合には映像もテレビジョン１０の液晶パネル１６ａにて出力させることができる
。ユーザーがテレビジョン１０にメディアプレーヤー５０をセットするにあたり複数のメ
ディアファイルで構成されるファイルリストを再生させていた場合や、“新着フォルダ”
に格納された複数のメディアファイルを再生する場合には、メディアプレーヤー５０がす
べての再生対象の再生を完了させるまでの時間をテレビジョン１０側が予測することがで
きない。そこで、ステップＳ２２０において、現在、何らかのメディアファイルを再生し
ているか否かを判定する処理をマイコン１１が周期的に実行する。この処理はステップＳ
１５０と同様の処理である。
【００４４】
　そして、いずれのメディアファイルも再生されていない場合には、再生すべきファイル
の再生が完了したとして、ステップＳ２３０にてメディアプレーヤーモードα，βを終了
させ、処理を終了させる。例えば、ステップＳ１７０，Ｓ１８０にてメディアプレーヤー
モードα，βに移行する直前にチューナ１２が受信していたチャンネルを受信するように
チューナ１２を制御する。図５に示すチャンネルマップＣＭにおいては、最後に選択され
た通常モードのチャンネルには、その旨を示すフラグ（△で図示。）が添付されているた
め、当該フラグが添付されたチャンネルをチューナ１２にて選局させることができる。一
方、ステップＳ２２０において、何らかのメディアファイルを再生していると判定された
場合には、ステップＳ１６０に戻り、現在の再生状態が上述したＢ，Ｃのいずれであるか
を判定し、再生中のメディアファイルに応じたメディアプレーヤーモードα，βの切り換
えを実行する。このようにステップＳ１５０～Ｓ２３０を周期的に繰り返して実行するこ
とにより、メディアプレーヤー５０の再生状態を監視することができ、再生完了後にはテ
レビジョン１０を通常のモードに戻すことができる。また、周期的に再生中のメディアフ
ァイルが映像を含むものか否かが判定されているため、再生中のメディアファイルの種類
に応じて、適宜、ダミー映像を表示させることができる。
【００４５】
　（３）メディアプレーヤー接続後の処理
　以上においては、メディアプレーヤー５０をテレビジョン１０に接続したとき、および
、その直後における処理を説明したが、ここからはメディアプレーヤー５０をテレビジョ
ン１０に接続した後の処理について説明する。図８は、メディアプレーヤー５０の接続後
に実行する充電監視処理の流れを示している。同図において、ステップＳ３１０にて、ド
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ッキングユニット１７の充電回路１７ｂが接続端子１７ｄ（入出力端子５９）を介してメ
ディアプレーヤー５０の充電池５４の充電残量を計測する。そして、ステップＳ３２０に
て充電残量が所定の閾値に達していないと判断された場合には、ステップＳ３３０にて充
電回路１７ｂに充電を行わせる。ただし、充電スイッチ１７ｃがＯＦＦにされている場合
には、充電回路１７ｂからの電源ラインが通電しないため、充電は行われないこととなる
。一方、ステップＳ３２０にて充電残量が所定の閾値に達していると判断された場合には
、充電を行うことなくステップＳ３１０に戻る。以上の処理は、メディアプレーヤー５０
の接続中において周期的に実行されるため、メディアプレーヤー５０の接続時（図４のス
テップＳ１１０）に開始した充電によって、所定の閾値以上に充電残量が達したことを検
知し、充電を停止させることができる。従って、無駄な電力消費を防止することができる
。また、メディアプレーヤー接続後にユーザーが充電スイッチ１７ｃをＯＮ側に操作し、
かつ、充電残量が所定の閾値に達していない場合にも、充電を開始させることができる。
また、本処理を実行するタイミングを周期的ではなく、充電開始から任意の時間とするこ
ともできる。
【００４６】
　ところで、メディアプレーヤー５０をテレビジョン１０に接続し、最初の段階では充電
のみを行っていたが、その後、メディアプレーヤー５０を再生させたいと考える場合も考
えられる。そのような場合に備えて、テレビジョン１０は以下に説明する処理を実行して
いる。図９においては、メディアプレーヤー５０の再生状態を監視する再生状態監視処理
の流れを示している。同図においては、上述した接続処理（図４）のステップＳ１５０～
Ｓ２２０と同様の処理が示されている。再生状態監視処理は、接続処理が終了した後にお
いて周期的に実行される処理である。なお、接続処理は、ステップＳ２３０においてメデ
ィアプレーヤーモードから通常のモードに移行した状態で終了させられているか、ステッ
プＳ２１０においてメディアプレーヤーモードに移行することなく終了させられることと
なる。従って、接続処理の終了後に実行される再生状態監視処理は、メディアプレーヤー
モードではない状態で実行されていることとなる。
【００４７】
　再生状態監視処理においては、ステップＳ４１０，Ｓ４２０において、メディアプレー
ヤー５０の再生状態を以下のＡ～Ｃのいずれかであるかを判定する（再生状態検知手段）
。なお、ステップＳ４１０～Ｓ４２０の処理の詳細は上述した接続処理（図４）と同様で
あるため、説明を省略する。
　Ａ：いずれのメディアファイルも再生していない。
　Ｂ：音声と映像を含むメディアファイルを再生している。
　Ｃ：音声のみのメディアファイルを再生している。
ステップＳ４１０において、Ａであると判定された場合には、リターンし、引き続きメデ
ィアプレーヤー５０の再生状態を監視する。ステップＳ４２０において、Ｂであると判定
された場合には、ステップＳ４３０にて上述した接続処理（図４）のステップＳ１７０と
同様に音声信号と映像信号ともにメディアプレーヤー５０からの入力を受け付けるメディ
アプレーヤーモードαにテレビジョン１０を切り換える。
【００４８】
　また、ステップＳ４２０において、Ｃであると判定された場合には、ステップＳ４４０
にて上述した接続処理（図４）のステップＳ１８０と同様に音声信号のみメディアプレー
ヤー５０からの入力を受け付け、ダミー映像を液晶パネル１６ａに表示させるメディアプ
レーヤーモードβにテレビジョン１０を切り換える。このようにすることにより、メディ
アプレーヤー５０においていずれかのメディアファイルを再生させれば、テレビジョン１
０を自動的にメディアプレーヤーに切り換えることができる。また、上述した接続処理（
図４）にてチャンネルマップＣＭにメディアプレーヤーモードα，βが追加されているた
め、これらのモードに切り換えることができる。
【００４９】
　ステップＳ４５０においては、上述した接続処理（図４）のステップＳ２２０と同様に
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、何らかのメディアファイルを再生しているか否かを判定する処理をマイコン１１が周期
的に実行する。そして、いずれのメディアファイルも再生されていない場合には、メディ
アファイルの再生が完了したとして、ステップＳ４６０にてメディアプレーヤーモードα
，βを終了させ、リターンする。一方、いずれかのメディアファイルが再生されていると
判定された場合には、上述したステップＳ４２０に戻り、メディアファイルの内容に応じ
たメディアプレーヤーモードα，βを実行させる。これにより、種類の異なる複数のメデ
ィアファイルを連続して再生させた場合でも、メディアファイルの種類に応じたメディア
プレーヤーモードα，βに切り換えることができる。
【００５０】
　以上においては、テレビジョン１０に接続したメディアプレーヤー５０に対して操作を
行った場合に、テレビジョン１０を連携させる動作を説明したが、逆にテレビジョン１０
に対して操作を行うことにより、メディアプレーヤー５０の機能を利用することもできる
。図１０においては、リモコン操作監視処理の流れを示している。同図において、ステッ
プＳ５００では、リモコン受光部１８から所定の信号の入力があったか否かをテレビジョ
ン１０のマイコン１１が判定する。この信号とは、図示しないリモコンに設けられたスラ
イドショー＆オーディオボタンを押すことにより生成した赤外線パルスの受光に応じてリ
モコン受光部１８が生成する信号を意味する。従って、ステップＳ５００では、リモコン
のスライドショー＆オーディオボタンが押されたか否かを判定されていることとなる。
【００５１】
　リモコンのスライドショーボタンが押されない場合には、ステップＳ５００に戻り、同
様の処理を繰り返す。一方、リモコンのスライドショー＆オーディオボタンが押された場
合には、ステップＳ５１０にて、マイコン１１が下記の[１]～[８]に示す操作コマンドを
生成して、メディアプレーヤー５０のＣＰＵ５１ａに送信する。
　　［１］Ｍボタン→［２］Ｄボタン→［３］Ｄボタン→
　　［４］Ｒボタン→［５］Ｐボタン→［６］Ｍボタン
　　［７］Ｒボタン→［８］Ｐボタン
すると、メディアプレーヤー５０は上記の操作コマンドに応じた動作を順次実行する。
【００５２】
　すなわち、まずメディアプレーヤー５０の操作メニューのメインメニューに戻る[１]の
操作コマンドを与えることにより、ユーザーによって任意に操作されていた状態から一定
の状態（メインメニュー）にメディアプレーヤー５０を復帰させることができる。また、
メディアプレーヤー５０の電源がＯＦＦとなっている場合も、[１]の操作コマンドにより
電源をＯＮにさせることができる。次に、メインメニューにて下へ２回移動する[２]，［
３］の操作コマンドを与えることにより、メインメニューから“写真フォルダ”に移動さ
せることができる。さらに、［４］の操作コマンドにより“写真フォルダ”の下の層に移
動し、当該層の最上部にある“お気に入りフォルダ”が選択された状態となる。
【００５３】
　そして、実行を指示する[５]の操作コマンドを与えることにより、“お気に入りフォル
ダ”に格納された写真ファイルを順次切り換えて表示するスライドショーが実行される。
なお、写真ファイルとは例えばデジタルスチルカメラで撮影された画像データである。さ
らに、メインメニューに戻る[６]の操作コマンドを与えることにより、再びメインメニュ
ーに戻る。このとき、メインメニューの最上部にある“オーディオフォルダ”が選択され
ており、次の［７］の操作コマンドによって下層の最上部にある“お気に入りフォルダ”
をカレントフォルダとすることができる。さらに、再生を実行させる[８]の操作コマンド
を与えることにより、“オーディオフォルダ”における“お気に入りフォルダ”に格納さ
れたオーディオファイルを順次再生する処理が実行される。
【００５４】
　以上の[１]～[８]に示す操作コマンドも全体として操作マクロであり、メディアプレー
ヤー５０に対する複雑な操作をリモコンのスライドショー＆オーディオボタンだけで代替
することができる。以上のステップＳ５１０を実行することにより、メディアプレーヤー
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５０の液晶ディスプレイ５３にて写真画像を順次表示することができる。同時に、メディ
アプレーヤー５０の音声出力部５５から音声を出力することができる。さらに、これらの
音声と映像に対応した音声信号と映像信号は、入出力端子５９からも出力され、当該入出
力端子５９と接続するテレビジョン１０の接続端子１７ｄにも入力される。このようにす
ることにより、メディアプレーヤー５０は再生状態に移行するため、上述した再生状態監
視処理にて再生状態が検知され、テレビジョン１０のマイコン１１がメディアプレーヤー
モードαに切り換えることとなる。ここでは、メディアプレーヤー５０から音声信号およ
び映像信号が双方がとも音声処理回路１４と映像処理回路１３にそれぞれ入力されること
となるため、テレビジョン１０のスピーカ２０と液晶パネル１６ａからこれらに対応する
音声と映像が出力される。従って、ユーザーはお気に入りの写真や音楽をテレビジョン１
０によって鑑賞することができる。
【００５５】
　（４）メディアプレーヤー接続解除時の処理
　図１１は、メディアプレーヤー５０をテレビジョン１０から取り外すときの処理の流れ
を示している。同図の処理は、テレビジョン１０に設けられた凹部２４ｃからメディアプ
レーヤー５０の下部が引き抜かれるときに実行される処理である。まず、ステップＳ５０
０においては、凹部２４ｃからメディアプレーヤー５０が引き抜かれるか否かを検知（解
除検知手段）し、引き抜かれるまで待機する。凹部２４ｃからメディアプレーヤー５０が
引き抜かれたか否かを検知するための手段として、例えばメディアプレーヤー２０の入出
力端子５９との電気的接続に伴う接続端子１７ｄの抵抗変化をマイコン１１が検知する手
段や、凹部２４ｃにメディアプレーヤー５０の下部を挿し込むことにより操作される機械
的なスイッチを設けることにより検知する手段を採用することができる。
【００５６】
　ステップＳ６００においてメディアプレーヤー５０とテレビジョン１０との接続解除が
検知されると、ステップＳ６１０においてマイコン１１はチャンネルマップＣＭをＲＯＭ
１１ｃから読み出して、チャンネルマップＣＭからメディアプレーヤーモードα，βに無
効である旨のフラグ（●で図示。）を添付する処理を実行する（禁止手段）。メディアプ
レーヤーモードα，βは、上述した接続処理（図４）においてメディアプレーヤー５０と
テレビジョン１０を接続した場合に限り有効なものとされるモードであり、メディアプレ
ーヤー５０がテレビジョン１０に接続されていない状態では、メディアプレーヤーモード
α，βはチャンネルマップＣＭにおいて有効なものとして存在しないこととなる。従って
、メディアプレーヤー５０がテレビジョン１０に接続されていない状態では、メディアプ
レーヤーモードα，βに移行できないようにすることができる。
【００５７】
　図１２は、メディアプレーヤー５０とテレビジョン１０を接続した状態Ｓ１、および、
メディアプレーヤー５０とテレビジョン１０との接続を解除した状態Ｓ２のそれぞれにお
いてチャンネルアップダウン操作を行った場合の様子を模式的に示している。リモコン等
を利用してチャンネルアップダウン操作を行うことにより、チャンネルマップＣＭに規定
された各チャンネルやモードが順次切り換えられていく（任意切換手段）。従って、チャ
ンネルマップＣＭにメディアプレーヤーモードα，βが規定された状態Ｓ１においては、
メディアプレーヤーモードα，βにも順次切り換えられることとなる。一方、チャンネル
マップＣＭにメディアプレーヤーモードα，βが無効化されている状態Ｓ２においては、
メディアプレーヤーモードα，βには切り換えられることはなく、メディアプレーヤーモ
ードα，βへの移行がスキップされることとなる。このようにすることにより、メディア
プレーヤー５０とテレビジョン１０との接続を解除した状態Ｓ２でメディアプレーヤーモ
ードα，βに移行することが防止でき、テレビジョン１０が無音状態、無映像状態となる
ことが防止できる。
【００５８】
　（５）各種変形例
　　（５－１）ダミー映像の変形例
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　以上説明した実施形態において、メディアプレーヤー５０が音声のみのメディアファイ
ルを再生している場合には、マイコン１１が生成したＯＳＤ信号に基づくダミー映像を液
晶パネル１６ａに出力する。このダミー映像は、少なくともテレビジョン１０がメディア
プレーヤー５０の音声信号を正常に出力している旨をユーザーに伝えることができればよ
く、図６に示すものに限られるものではない。例えば、図６に示したダミー映像の文字を
周期的に移動させることによって、スクリーンセ－バーの機能を発揮させるようにするこ
とも可能である。液晶パネル１６ａにおいては、スクリーンセ－バーの効果は大きくない
が、例えばプラズマパネルなどに本発明を適用する場合には、スクリーンセ－バー機能を
有したダミー映像とするのが望ましい。
【００５９】
　また、テレビジョン１０がメディアプレーヤー５０の音声のみを出力する際に、ユーザ
ーを退屈させないように、ダミー映像に趣向性を加えるようにしてもよい。例えば、テレ
ビジョン１０のＲＯＭ１１ｃに複数の写真画像ファイルを記憶させておき、当該写真画像
ファイルのスライドショーをマイコン１１が生成し、ダミー映像を表示するためのＯＳＤ
信号として出力するようにしてもよい。また、テレビジョン１０にメモリカードスロット
やＨＤＤや光ディスクドライブ等を備えさせ、当該メモリカードスロットに挿入されたメ
モリカードから写真画像ファイルを読み出して、マイコン１１がスライドショーを生成す
るようにしてもよい。この場合、ユーザーが好みの写真画像ファイルを記憶させたメモリ
カードを挿入することにより、好みの写真画像ファイルのスライドショーを、メディアプ
レーヤー５０による音声出力を聴きながら鑑賞することができる。
【００６０】
　また、ダミー映像は、完全にマイコン１１が生成したＯＳＤ信号に基づくものに限られ
ず、マイコン１１が生成したＯＳＤ信号による映像と、他の入力ソースからの映像とを合
成させたものであってもよい。例えば、チューナ１２が受信したテレビジョン放送の映像
と、マイコン１１が生成したＯＳＤ信号による映像を合成してダミー映像を生成するよう
にしてもよい。このようにすることにより、例えばスポーツ等の音声が必ずしも必要でな
いテレビジョン番組を鑑賞しながら、メディアプレーヤー５０が再生するメディアファイ
ルの音声を聴くことができる。マイコン１１が生成したＯＳＤ信号によって、メディアプ
レーヤー５０の音声のみを出力中である旨を表示しておけば、ユーザーは故障と勘違いす
ることもない。さらに、テレビジョン放送の映像とＯＳＤ信号による映像を合成するにあ
たっては、共通の領域の画像信号を重ね合わせるようにしてもよいし、領域を分割し、そ
れぞれ領域ごとにテレビジョン放送の映像とＯＳＤ信号による映像を表示するようにして
もよい。
【００６１】
　（５－２）省電力動作
　以上においては、メディアプレーヤー５０から音声のみが出力されている場合（Ｃであ
ると判定された場合）に、ダミー映像を表示させる実施形態を説明したが、省電力の観点
からダミー映像を表示させないようにしてもよい。図１３は、本変形例にかかる接続処理
の流れを示している。本実施形態において、上記実施形態（図４）とほぼ同様の接続処理
の流れとなっている。しかしながら、メディアプレーヤー５０から音声のみが出力されて
いる場合に、メディアプレーヤーモードβに切り換えるステップＳ１８０の処理が上記実
施形態（図４）と相違している。本変形例では、ステップＳ１８０に代替する処理として
、ステップＳ１８０ＡとステップＳ１８０Ｂとを実行する。ステップＳ１８０Ａにおいて
は、上記実施形態（図４）と同様にメディアプレーヤーモードβに切り換える処理を実行
する。それと同時にマイコン１１がＯＳＤ信号を生成し、ダミー映像を出力する。
【００６２】
　図１４は、本変形例にて表示されるダミー映像を示している。同図に示すように、ダミ
ー映像において”メディアプレーヤー５０から音声のみ出力されているため、数秒後にバ
ックライトを消灯します”というメッセージが表示されている。以上のようなダミー映像
を液晶パネル１６ａに表示させた上で、次のステップＳ１８０Ｂを実行させる。ステップ
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Ｓ１８０Ｂにおいては、マイコン１１が電源回路２１に対してインバータ回路１６ｄと駆
動回路１６ｃへの電源供給を停止するように指令する。これにより、バックライトが消灯
し、電力消費を抑えることができる。また、ユーザーに対してバックライトを消灯するこ
とを予告することができるため、故障と勘違いされることが防止できる。なお、本変形例
においては、一旦、ダミー映像を表示してからバックライトを消灯するようにしたが、ス
テップＳ１７０にてメディアプレーヤー５０から音声のみが出力されていると判定された
段階で、バックライトを消灯するようにしてもよい。
【００６３】
　（５－３）充電に関する変形例
　図１５は、本変形例にかかる充電設定処理の流れを示している。同図において、ステッ
プＳ７００では、リモコン受光部１８から所定の信号の入力があったか否かをテレビジョ
ン１０のマイコン１１が判定する。この信号とは、図示しないリモコンに設けられた充電
設定ボタンを押すことにより生成した赤外線パルスの受光に応じてリモコン受光部１８が
生成する信号を意味する。ステップＳ７００にて充電設定ボタンが押されたことが確認さ
れると、ステップＳ７１０にてマイコン１１が所定のＯＳＤ信号を生成し、当該ＯＳＤ信
号に基づく充電設定用ＵＩ画面を液晶パネル１６ａに表示させる。次に、ステップＳ７２
０にて、当該充電設定用ＵＩ画面に対する操作に対応するリモコン受光部１８からの信号
の入力を受け付ける。
【００６４】
　図１６は、充電設定用ＵＩ画面の一例を示している。同図において、メモリー効果防止
機能のＯＮ／ＯＦＦを指定するためのチェックボックスが設けられている。当該チェック
ボックスをＯＮにチェックをした場合には充電を開始させる充電残量を具体的な数値とし
て指定することが可能となっている。また、充電を終了させる充電残量も具体的な数値と
して指定することが可能となっている。ステップＳ７２０では、充電設定用ＵＩ画面に対
する操作に対応するリモコン受光部１８からの信号の入力を受け付け、当該操作に応じて
充電設定用ＵＩ画面を更新する。
【００６５】
　ステップＳ６３０においては、充電設定用ＵＩ画面に設けられた決定ボタンの操作に対
応するリモコン受光部１８からの信号の入力を受け付けられたか否かを検知し、受け付け
られた場合には、ステップＳ７４０にて充電設定用ＵＩ画面におけるユーザーの指定に基
づいて充電開始閾値と充電終了閾値とを取得する。メモリー効果防止機能がＯＦＦと指定
された場合には充電開始閾値を０％とし、メモリー効果防止機能がＯＮと指定された場合
には充電設定用ＵＩ画面にて指定された充電を開始させる充電残量を充電開始閾値として
取得する。一方、充電設定用ＵＩ画面にて指定された充電を終了させる充電残量を充電終
了閾値として取得する。以上のようにして取得された充電開始閾値と充電終了閾値はステ
ップＳ７５０にてＲＯＭ１１ｃに書き込まれる。
【００６６】
　図１７は、本変形例にかかる充電監視処理の流れを示している。同図の処理は、上述し
た実施形態の充電開始処理（図８）とほぼ同様であるが、図８のステップＳ３２０に代替
してステップＳ３２０Ａを実行するようにしている。ステップＳ３２０Ａにおいては、Ｒ
ＯＭ１１ｃから予め充電設定処理において設定された充電開始閾値と充電終了閾値を読み
出すとともに、ステップＳ３１０にて計測した充電池５４の充電残量が当該充電開始閾値
と当該充電終了閾値との間の値になっているか否かを判定する。
【００６７】
　そして、充電池５４の充電残量が充電開始閾値と充電終了閾値との間の値となっている
場合には、ステップＳ３３０にて充電回路１７ｂに充電を行わせる。一方、ステップＳ３
２０にて充電残量が所定の閾値に達していると判断された場合には、充電を行うことなく
ステップＳ３００に戻る。このようにすることにより、ユーザーが充電を終了させるレベ
ルを任意に調整することができる。従って、必要なだけ充電をさせることが可能となる。
また、充電を開始させるレベルも設定することができるため、完全放電させるまで充電を
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開始させないようにすることができる。従って、充電池５４のメモリー効果による弊害を
防止することができる。なお、本変形例では充電終了条件を充電残量で指定するようにし
たが、充電時間によって充電終了条件を指定するようにしてもよい。なお、充電開始閾値
と充電終了閾値とを同じ値に設定することにより、充電スイッチ１７ｄがＯＮである場合
にも充電を行わせないように制限することもできる。
【００６８】
　（５－４）操作マクロに関する変形例
　上述した実施形態において、テレビジョン１０に接続したときにメディアプレーヤー５
０が何も再生していない場合に、新着のメディアファイルを再生するようにマイコン１１
が操作マクロを出力するようにしたが、上述したリモコン監視処理（図１０）と同様にリ
モコンの操作に応じてマイコン１１が“新着フォルダ”のメディアファイルを再生するよ
うにマイコン１１が操作マクロを出力するようにしてもよい。この場合、リモコンに新着
ファイル再生ボタンを設けておけばよい。さらに、操作マクロをユーザーが編集できるよ
うにしてもよい。上述したリモコン監視処理（図１０）においてはスライドショー＆オー
ディオボタンの操作に対応する以下の操作コマンドからなる操作マクロが生成される。
　　［１］Ｍボタン→［２］Ｄボタン→［３］Ｄボタン→
　　［４］Ｒボタン→［５］Ｐボタン→［６］Ｍボタン
　　［７］Ｒボタン→［８］Ｐボタン
例えば、この操作マクロをユーザーが編集できるようにしてもよい。
【００６９】
　図１８は、スライドショー＆オーディオボタンに対応する操作マクロを編集するＵＩ画
面を示している。当該ＵＩ画面は、所定のリモコン操作に応じてマイコン１１が生成した
ＯＳＤ信号に基づいて液晶パネル１６ａが表示させるものである。当該ＵＩ画面において
は、スライドショー＆オーディオボタンによって、スライドさせられる写真ファイルを格
納したフォルダと、再生させられる音声メディアファイルを格納したフォルダとを指定す
るエクスプローラ画面Ｅ１，Ｅ２が表示されている。これらのエクスプローラ画面Ｅ１，
Ｅ２は、予めマイコン１１が接続端子１７ｄ（入出力端子５９）を介してメディアプレー
ヤー５０で実行されているＯ／ＳにＨＤＤ５１ｄのメニュー（フォルダ）構造を問い合わ
せることにより、表示することができる。このようなエクスプローラ画面Ｅ１，Ｅ２にて
ユーザーが、スライド・再生させたいフォルダを指定し、決定する。
【００７０】
　なお、エクスプローラ画面Ｅ１，Ｅ２で指定されたフォルダを指定フォルダＦ１，Ｆ２
と表すものとする。指定フォルダＦ１，Ｆ２が決定されると、図７に示したメインメニュ
ーの最上部“オーディオフォルダ”から指定フォルダＦ１，Ｆ２へ移動するのに必要な操
作が算出され、操作マクロが設定される。例えば、指定フォルダＦ１が写真フォルダの下
層の最上部にある“お気に入りフォルダ”よりも２個下の位置にある“旅行フォルダ”で
ある場合には、下記の［１］～［７］の操作マクロが設定される。
　　［１］Ｍボタン→［２］Ｄボタン→［３］Ｄボタン→
　　［４］Ｒボタン→［５］Ｄボタン→［６］Ｄボタン→
　　［７］Ｐボタン
例えば、指定フォルダＦ２が“オーディオフォルダ”の下層の最上部にある“お気に入り
フォルダ”よりも１個下の位置にある“ドライブ用フォルダ”である場合には、上記の［
１］～［７］に続く［８］～［１１］の操作コマンドが追加された下記の操作マクロが設
定される。
【００７１】
　　［１］Ｍボタン→［２］Ｄボタン→［３］Ｄボタン→
　　［４］Ｒボタン→［５］Ｄボタン→［６］Ｄボタン→
　　［７］Ｐボタン→
　　［８］Ｍボタン→［９］Ｒボタン→［１０］Ｄボタン→
　　［１１］Ｐボタン
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以上の操作マクロはＲＯＭ１１ｃに記憶される。そして、スライドショー＆オーディオボ
タンが操作されると、ステップＳ５１０においてマイコン１１が当該データを読み出して
メディアプレーヤー５０にＣＰＵ５１ａに送信する。出力する。これにより、ユーザーが
指定した指定フォルダＦ１，Ｆ２の写真ファイルとメディアファイルをスライド・再生さ
せることができる。
【００７２】
　以上においては、操作マクロの一部を編集することにより、ユーザーがスライド・再生
させるフォルダを指定できるようにしたが、テレビジョン１０のマイコン１１がユーザー
によって任意に設定された操作マクロをＲＯＭ１１ｃに記憶し、リモコン等の操作によっ
て実行するようにすることもできる。例えば、テレビジョン１０のリモコンに操作マクロ
登録処理の開始ボタンと終了ボタン、および、登録操作マクロの実行ボタンを設けておく
。そして、操作マクロ登録処理の開始が指示されてから終了が指示されるまでの期間にお
いて、マイコン１１は、メディアプレーヤー５０のＣＰＵ５１ａと通信を行い、当該ＣＰ
Ｕ５１ａが操作パネル５７から受け付けた操作コマンドをマイコン１１が取得する。そし
て、マイコン１１が取得した操作コマンドをひとまとめにして、操作マクロとしてＲＯＭ
１１ｃに格納しておく。そして、ユーザーが登録操作マクロの実行ボタンの操作によって
テレビジョン１０のマイコン１１に対して登録マクロの実行を指示することにより、当該
操作マクロを実行できるようにする。
【００７３】
　例えば、下記の［１］～［９］の操作コマンドからなる操作マクロも予め登録しておく
ことにより、容易に実行させることができる。
　　［１］Ｍボタン→［２］Ｄボタン→［３］Ｄボタン→
　　［４］Ｄボタン→［５］Ｄボタン→［６］Ｒボタン→
　　［７］Ｒボタン→［８］Ｄボタン→［９］Ｐボタン
以上の操作マクロによれば、順次操作メニューを移動し、最終的にはリセットを実行させ
ることができる。図７に示すツリー状の操作メニューを採用したメディアプレーヤー５０
においては、目的のリセット操作に辿り着くまで多くのフォルダ移動操作が必要とされる
が、複数の任意の操作をまとめて操作マクロとして実行させることができるため、容易に
リセットを実行させることができる。
【００７４】
　（５－４）接続に関する変形例
　さらに、テレビジョン１０とメディアプレーヤー５０が接続するときのメディアプレー
ヤー５０の位置は、図２に示した位置に限定されるものではない。すなわち、充電等が可
能な程度に安定してメディアプレーヤー５０を保持し、電気的に接続することができれば
よく、他の位置に接続端子１７ｄを設けるようにしてもよい。例えば、図１９に示すよう
に支柱２４ｂにおける液晶パネル１６ａの下端よりも低い位置に前方から後方に凹む凹部
２４ｃを設け、当該凹部２４ｃに対して前方から後方に向かってメディアプレーヤー５０
の下端を挿し込む。この場合、メディアプレーヤー５０を略水平に保持することができる
。さらに、図２０に示すように液晶パネル１６ａの枠部の上面に下方に凹む凹部２４ｃを
設け、当該凹部２４ｃに対してメディアプレーヤー５０を略鉛直に挿し込むようにしても
よい。
【００７５】
　なお、本発明は前記実施例に限られるものでないことは言うまでもない。当業者であれ
ば言うまでもないことであるが、
・前記実施例の中で開示した相互に置換可能な部材および構成等を適宜その組み合わせを
変更して適用すること
・前記実施例の中で開示されていないが、公知技術であって前記実施例の中で開示した部
材および構成等と相互に置換可能な部材および構成等を適宜置換し、またその組み合わせ
を変更して適用すること
・前記実施例の中で開示されていないが、公知技術等に基づいて当業者が前記実施例の中
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たその組み合わせを変更して適用すること
は本発明の一実施例として開示されるものである。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】メディアプレーヤー接続機能付きテレビジョンのブロック構成図である。
【図２】テレビジョンの外観斜視図である。
【図３】メディアプレーヤーのブロック構成図である。
【図４】メディアプレーヤー接続時の接続処理の流れを示すフローチャートである。
【図５】チャンネルマップを示す図である。
【図６】ダミー映像を示す図である。
【図７】操作パネルと階層状の操作メニューを示す図である。
【図８】充電監視処理の流れを示すフローチャートである。
【図９】再生状態監視処理の流れを示すフローチャートである。
【図１０】リモコン操作監視処理の流れを示すフローチャートである。
【図１１】メディアプレーヤーを取り外す処理のフローチャートである。
【図１２】チャンネルアップダウン操作を行った場合の様子の説明図である。
【図１３】変形例にかかる接続処理の流れを示すフローチャートである。
【図１４】変形例にかかるダミー映像を示す図である。
【図１５】変形例にかかる充電設定処理の流れを示すフローチャートである。
【図１６】充電設定用ＵＩ画面を示す図である。
【図１７】変形例にかかる充電監視処理の流れを示すフローチャートである。
【図１８】変形例にかかるＵＩ画面である。
【図１９】変形例にかかるテレビジョンの外観斜視図である。
【図２０】変形例にかかるテレビジョンの外観斜視図である。
【符号の説明】
【００７７】
１０…テレビジョン，１１…マイコン，１１ａ…ＣＰＵ，１１ｂ…ＲＡＭ，１１ｃ…ＲＯ
Ｍ，１２…チューナ，１２ａ…アンテナ端子，１３…映像処理回路，１４…音声処理回路
，１６…液晶モジュール，１６ａ…液晶パネル，１６ｂ…バックライト，１６ｃ…駆動回
路，１６ｄ…インバータ回路，１７…ドッキングユニット，１７ａ…信号調整回路，１７
ｂ…充電回路，１７ｃ…充電スイッチ，１７ｄ…接続端子，１８…リモコン受光部，１９
…バス，２０…スピーカ，２１…電源回路，２２…スイッチ回路，２３…外部入力端子，
２４…脚部，２４ａ…ベース部，２４ｂ…支柱，５０…メディアプレーヤー，５１ａ…Ｃ
ＰＵ，５１ｂ…ＲＡＭ，５１ｃ…ＲＯＭ，５１ｄ…ＨＤＤ，５２…ビデオデコーダ，５３
…液晶ディスプレイ，５４…充電池，５５…音声出力部，５６…バス，５７…操作パネル
，５８…画像出力回路，５９…入出力端子
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